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● message：橋本茂樹副会長

● report：第48回全国デイ・ケア研究大会2024 in 札幌・北海道

● event preview：第50回全国デイ・ケア研究大会2025 in 川越 

● event preview：リハビリテーション・ケア合同研究大会 山梨2024

● voice：活動と参加してみた！　　認定デイ・ケアマスターの声

● new series：すぽっと・らいと～あなたの職場のプロフェッショナル～

● 会員施設紹介：八尾はぁとふる病院

一般社団法人全国デイ・ケア協会
Japan Association for  Day Care

一般社団法人　全国デイ・ケア協会　事務局 
住所：〒101-0047　東京都千代田区内神田2-4-2  一広グローバルビル5階

TEL：03（5207）2710 　FAX：03（5207）2711
E-mail：info@day-care.jp    URL：www.day-care.jp

一般社団法人 全国デイ・ケア協会

会員特典

編集後記

● 当会主催研修会、研究大会を会員価格にて参加可能
・全国デイ・ケア研究大会、リハビリテーション・ケア合同研究大会　・主催研修会
※オンライン開催の研修会も多数企画していきます

● 「デイケアニュース」の定期発送
・年２～３回発行しております。
各種研修会情報、協会の活動報告、トピックス、会員施設紹介などご提供しています。

● 制度関連や現場で困っていること等の問い合わせが可能
・原則、会員様のみご対応させていただいています。

● 会員ページの閲覧が可能
・各種資料のダウンロード、研究大会抄録集、当会実施アンケート結果などの閲覧が可能です。
今後さらなるリニューアルを検討しています。

● 会員への定期的なメール配信
・研修会案内
・制度関連情報　等

※正会員（事業所）の職員は全員上記特典の対象となります。

　当会の前身である、全国老人デイ・ケア連絡協議会は1994（平成6）年、老健のデイケアや病院・診療所の
デイケア等、全国様々あるデイケアを提供する施設の有志が集まり、情報の共有化・職員の研修・研鑽の機会
提供等を目的として開設し、これまで活動を続けてまいりました。
　現在当会は介護報酬改定における通所リハビリテーションの窓口を担い、報酬改定時においてはリハビリテー
ションマネジメントと通所リハビリテーションの意義を問い、加算として位置づけ、質に関わる根幹を表現して
まいりました。
　また、重度者に対してもより手厚いケアが提供できるサービスとして、地域でのリハビリテーション資源とし
て重要であることを明確にしてまいりました。生活行為向上リハビリテーションの普及については特に、厚生労
働省および各種団体との連携役とし、研修や企画に参画し現在に至ります。
　これも一重に、会員施設の皆様から頂いた多くのご意見や、ご協力の賜物でございます。
　ついては、今後一層地域でのデイ・ケアの役割を全うするために、協会としてより多くの「声」を賜りたく、皆
様のお力をお貸しください。
　より一層、通所リハビリテーションが地域に必要とされ地域生活の中核を担うサービスとなるために、今後と
も皆様のご協力をお願い申し上げます。

多良 淳二（全国デイ・ケア協会　広報委員会）
介護老人保健施設イマジン

　令和6年度介護報酬が改定され、初めての大会である全国デイ・ケア研究大会2024in札幌・北海道に参加
をしました。改定の情報もそうですが、多くの参加者が他事業所で行われている取り組みに関心を持ち、興味
深く聴講している姿を感じ、やはり研修は、参加者への前向きなエネルギーになると改めて感じました。10月
には当会主催のシンポジウムが行われるリハビリテーション・ケア合同研究大会山梨2024も控えており、
ご案内を本誌に掲載しておりますので、ぜひご覧いただき足を運んでいただければ幸いです。
　ホームページでも皆様に有益な情報を発信できるよう準備していきますので、ぜひホームページもご覧
ください。

Join Us

【協会HP】
https://day-care.jp/
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開催日 研修会 開催地・開催方法
9月 14日（土）～15日（日） 生活行為向上リハビリテーション研修会 オンライン開催

10月

3日（木）～4日（金） リハビリテーション・ケア合同研究大会 山梨2024
(◎当協会主催シンポジウム)

甲府記念日ホテル
常磐ホテル

11日（金）～13日（日） 在宅リハEGコース②
オンライン開催

19日（土） リハマネジメント研修会

11月

2日（土） 状態別対応セミナー　介護予防編

オンライン開催3日（日） 状態別対応セミナー　中重度者編

23日（土）～24日（日） 生活行為向上リハビリテーション研修会

12月
6日（金）～8日（日） 在宅リハEGコース③

オンライン開催
14日（土）～15日（日） 明日から使える！初めての通所リハ実践研修会

1月 10日（金）～12日（日） 在宅リハEGコース④ オンライン開催

message information

JADC EVENT SCHEDULE

知的好奇心は止まらない。止めてはいけない。

JADCがお贈りする研修会。今年度後半も充実の研修会スケジュール。
　当会では様々な研修会を企画しております。下記スケジュールをご確認の上、ご希望の研修会にお申し込みください。

公式LINEアカウントを開設しました。
　当会ではLINE公式アカウントを開設しました。本アカウントでは、研修会情報や様々なお知
らせ等を不定期に発信してまいります。是非とも友だち登録をよろしくお願いいたします。

　第48回全国デイ・ケア研究大会を皆様のご協力に
支えられ、６月28・29日札幌で無事開催することがで
きました。有難うございました。
　大会のテーマである、「Be ambitious! 一歩先へ。デイ・
ケア再興」はデイ・ケアの本来の意義を再確認し、更に進
展する高齢化の中でその存在意義を確信し、これからの
デイ・ケアの展開に「大志」を抱いて頂きたい、そのための
大会にしたいという祈念があってのテーマでした。今回の
大会を終え、それに応えられる内容ある大会だったので
はと自負しております。
　地域リハビリテーションをベースにした特別講演２で
は、霞ヶ関南病院の斉藤正身先生は海外の地域リハビ
リテーションサービスの在り方を示し、デイサービスと
通所リハが協働している事の重要性を示されました。
もう一人の演者である小倉リハビリテーション病院の
浜村明徳先生は日本での地域リハビリテーションのこ
れまでの経過より、地域づくりにおけるデイ・ケアでの
リハサービスの有用性を示されました。私が司会し進
めた鼎談では、お二人とも在宅を支えるには点のサー
ビスでなく、面のサービスすなわち地域協働の重要
性、そして患者評価をしっかりできるデイ・ケアの存在
は面での協働支援のリーダーシップをとる潜在能力が
あり、そうあってほしいと期待をのべられました。まさ
しく、現状の問題点、「デイ・ケアとデイサービスの隔た
り」が大きな地域協働の阻害因子となっており、利用者 
にとっては大きなマイナスです。今後に示唆を与える
非常に有意義な鼎談となりました。
　シンポジウム２では「ICFのポジテイブ思考」をテーマ
に北大リハ科教授である向野先生が基調講演をされ、
その後シンポジスト３人より各症例報告を独自の切り口
で「参加」への階段を上がっていく利用者への寄り添い
方を三者三様で示されました。１例目（PT）は患者の
ニーズの把握のために、積極的に訪問を活用し個人因
子・環境因子の探索を重要視し、２例目（OT）は患者の
理容師に戻りたいというニーズに寄りそうために、特殊
装具等の使用による「参加」への可能性の追求を、３例目

（ST）は失語症患者の想いをくみ上げて焦らずに、一歩
ずつ「その時」を見計らい外食、携帯の活用などにつな
げていました。とても面白い、学び大きなデイ・ケアなら
ではのシンポでした。
　今回の介護報酬改定により、デイ・ケアでは認知症へ
の対応、栄養面の対応、口腔ケアの対応、それぞれの対
応で加算がつくことになりました。これは、デイ・ケアに
大きな期待が報酬面で示されたことになります。「地域
という面」での、高齢者対策の「要」として期待されてい
ることを、肝に銘じよう。頑張れ、デイ・ケア。
　今回の大会は当医療法人渓仁会だけでなく、社会福
祉法人渓仁会の協力、また道内のデイ・ケア施設のご協
力、また協賛していただいた多くの方 ・々企業にご支援
いただいたことに感謝申し上げます。

LINE

※最新情報は当会ホームページをご参照ください

会員限定

会員向け無料教育セミナー定期配信中
要注目

9 ～10月配信　　要支援におけるリハマネジメント
～老健事業調査と令和6年度改定から考える～

11～12月配信　　通所リハにおける修了に向けた取り組み
令和6年

ON DEMAND

会員向け無料教育セミナー　配信スケジュール

　全国デイ・ケア協会では、会員限定にオンデマンド配信による教育セミナーを開催し
ています。第17弾は「パーキンソン病とリハビリテーション」、第18弾は「在宅リハビリ
テーションにおける脳卒中患者の下肢装具」を開催しました。視聴者アンケートからは
大変好評をいただいています。本セミナーが会員の皆様のお役に立てますと幸いです。

入金方法にクレジットカードが追加されました。
　年会費や研修会受講費の入金にクレジットカード決済が可能となりました。これまで同様銀行振込も可能ですので、
ご希望の方法でご入金をお願いいたします。

橋本 茂樹

一般社団法人全国デイ・ケア協会　副会長
医療法人渓仁会札幌渓仁会リハビリテーション病院　院長

高齢社会の進展するなかで、
デイ・ケアの重要性は？
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　令和6年6月28日（金）～29日（土）に北海道札幌市の「かでる2・7」において、『第48回全国デイ・ケア研究
大会2024 in 札幌・北海道』が開催された。前日まで気温は20℃ほどであった札幌市であったが、本研究大会
の熱気に歩を合わせるかのように30℃近くまで気温も上昇し、好天に恵まれた開幕となった。
　本大会は“Be ambitious! 一歩先へ　デイケア再考～24年同時改定を力に変えるために～”を大会テーマ
とし、医療・介護・福祉同時改定直後であることを強く実感させるとともに、改定に活路を見出しより良い
サービスをするためのヒントを示唆するものであったと思う。
　大会は橋本茂樹大会長による大会長講演に始まり、続いて近藤国嗣会長の協会長講演が行われ、今改定の
要点とデイ・ケアが今後に期待される姿を力強く示された。
　その後の特別講演１では上田貴代氏（厚生労働省老健局老人保健課高齢者リハビリテーション推進官）から令
和6年度介護報酬改定のポイントについて、リハビリテーションを中心に背景を踏まえて解説された。続いての特
別講演２では斉藤正身名誉会長（医療法人真正会理事長）と浜村明徳顧問（医療法人共和会小倉リハビリテー
ション病院名誉院長）に橋本大会長を交えての鼎談であり、デイ・ケアの枠に収まらず地域リハビリテーションとい

う視点の中で『連携』から『協働』への意識改革と実践の大事さを提言された。
　また、このようなカリキュラムに並行し、染谷和久氏（当協会調査委員会委員長）による老健事業報告や
竹林崇氏（大阪公立大学院リハビリテーション学研究科教授）や大島寿美子氏（北星学園大学文学部心理・
応用コミュニケーション学科教授）による教育講演が行われ、多様な知見を吸収する場として多くの聴講者
の関心を集めていた。
　大会二日目にはシンポジウム１として、当協会研修委員会による認定デイ・ケアマスター・在宅リハEGコース修
了者の実践報告が行われ、より現場感に近い苦労や工夫を共有する場を得ることができた。シンポジウム２では
向野雅彦氏（北海道大学リハビリテーション科教授）のデイ・ケアにおけるICF活用の再考についての講演に続い
て、セラピストによる『参加』に焦点をあてたICFの実践活用報告が行われた。どちらも現場で働くものとして非常
に感銘を受けるとともに、明日からの活力となる刺激を受けることができた。
　これら以外にも多くの一般演題が口述発表で行われ、会場に収まらないほどの聴講者を集め白熱した質疑
応答が行われた。今改定の対策よりも前回改定を踏まえた取り組み報告や活動と参加に特化した発表内容が多
く、自分との職場と比較したり参考にできることが多かったのではないだろうか。
　本大会は改定直後の研究大会ということもあり、多くの参加者が学びの意識を強く持った大会であった。そ
の為、各会場において熱い議論が行われることとなり、デイ・ケアを一歩先へ導くきっかけになったのではない
かと感じている。

橋本 茂樹大会長 近藤 国嗣会長 上田 貴代氏 岡野 英樹次回大会長

第48回 全国デイ・ケア研究大会 
2024 in 札幌・北海道
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リハビリテーション・ケア合同研究大会 
山梨 2024

　リハビリテーション・ケア合同研究大会山梨2024の開催まで間もなくとなりました。今回は山梨で開催
されます。今回より日本リハビリテーション看護学会も主催団体に加わり、7団体の共催となりました。本大
会も活発な意見交換が交わされると思うと、今から楽しみです。さて、当会のシンポジウムは、「改定後の
医療介護連携！情報共有と連携プロセスの最適化」をテーマに企画しました。今改定で強く打ち出された
医療介護連携の強化をどのように活用するか、実践報告も交えてディスカッションしたいと思います。皆様
のご来場を心よりお待ちしております。

改定後の医療介護連携！情報共有と連携プロセスの最適化

　令和6年度の介護報酬改定は、地域包括ケアシステムの構築目標年直前に行われた医療、介
護、障害のトリプル改定に加え、厳しい人材確保や経済状況を考慮して、幅広い項目が見直され
ました。
　このなかで、「医療と介護の連携推進」は改定の柱となる地域包括ケアシステムの深化・推進
の最初の項目に位置付けられています。医療側には生活情報、介護側には医療情報の取得が強
く求められ、情報共有の様式だけでなく、様々なプラットフォームが検討されています。今回の
改定において、医療介護連携におけるリハビリテーション（以下リハ）関連のポイントは、退院・
退所後早期の情報共有とリハサービスの開始、リハマネジメントに基づいたリハ・口腔・栄養の
一体的な提供です。
　このような制度の後押しを現場でどのように運用していくべきか、冒頭に当協会の岡野理事
より今改定で通所リハに求められるサービス提供のあり方や医療介護連携に関わるポイントに
ついて、報酬改定に関わってこられた立場から整理していただき、それを踏まえ3名のパネリス
トにリハ・口腔・栄養にかかわる連携、退院時カンファレンスの実践、退院時カンファレンスに
呼ばれるための働きかけ、体制づくりのテーマに分けてご発言いただく予定です。その後のディ
スカッションでは、改定後の取り組みの指針となるよう実践例や課題を深堀します。多くの皆様
にご参加いただけますと幸いです。

地域リハビリテーション 新時代 いざ地域へ！

佐藤 吉沖
甲州リハビリテーション病院 院長、甲州ケア・ホーム 施設長

甲府記念日ホテル、常磐ホテル

会 　 期

テ ー マ

会 　 場

大 会 長

当会シンポジウム

2024年10月3日（木）～4日（金）
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活動×参加
　今回の活動と参加してみた！には「状態別対応セミナー介護予防編／中重度者編」
「報酬改定対策セミナー～課題を共有してその場で解決～」「第48回全国デイ・ケア研究
大会2024 in札幌・北海道」にご参加された4名にご登場いただきました。様々な場で
多くの発見や学びが感じられています。熱い想いをご一読ください。

　私は、定員86名の大規模な通所リハビリテー
ションのリーダーとして介護に従事しています。
　今回の介護報酬改定に伴い、関係機関との連携
強化、LIFE運用方法の見直し、リハビリテーション
機能強化、要支援者や中重度者との関わりなどに
ついての知見を広げるため、今回の研修会に参加
させていただきました。
　本研修は2日間に渡り、通所リハビリテーション
に求められる機能とは何か、要支援者や中重度者
のケアマネジメントについて、多職種による視点で
の実践報告などの講義を経て、グループワークで
は「明日からできることはなにか？」をテーマに具
体的な対策を議論しました。
　研修を通じて、私たちは生活期リハビリテー
ションの役割を担っており「可能な限りその人の

もつ能力に応じ、自立した日常生活を継続してい
ただく」そのために地域や在宅生活を支えるリハ
ビリテーションの拠点として、要支援者～中重度
者の生活をサポートする上で重要なポジションに
あることが再認識できました。
　これからも幅広い方々に、ご利用していただけ
るよう多職種協働で「自立を支援するケア」を行
い、通所リハビリテーションを盛り立てていきたい
と思います。貴重な学びの機会をいただき、あり
がとうございました。

＠ 状態別対応セミナー　介護予防編／中重度者編

松下介護老人保健施設はーとぴあ

介護福祉士 村井 大也

活動と
参加してみた！

　令和6年度の介護報酬改定に伴い通所リハビ
リテーションにおいても主種の加算が新設・改定
され、疑問点の解消・情報共有を目的に本研修
会を受講させて頂きました。本研修会では通所リ
ハビリテーションを中心に報酬改定の概略をご
講義頂き、その後グループディスカッションを行
いました。講義では介護保険制度を取り巻く現
状や報酬改定の概要・背景について再確認し、
関連加算の繋がりや運用方法について学ぶこと
ができました。グループディスカッションでは「課
題を共有してその場で解決」の副題そのままに各
事業所での取り組みにおける工夫や悩みをざっく
ばらんに共有し、講師も交えたディスカッション
を通し現場レベルの疑問や課題の解決につなが
る貴重な機会となりました。報酬改定に限らず各

事業所での工夫や悩み・課題等を相談し合う機会
となり、事業所外の方々と繋がりを持ち情報交換
を行う意義を再認識することができました。又、
自事業所の特性を見つめ直し、利用者様の活動・
参加を後押し出来る取り組みを再考したいと改め
て感じました。

＠ 報酬改定対策セミナー～課題を共有してその場で解決～

医療法人社団　北樹会病院
在宅リハケアセンター　
つきさっぷ通所リハビリ

理学療法士 横濱 集

活動と
参加してみた！

　今回の研究大会では、私たちにとって初めて
の研究発表にチャレンジするとともに、他施設の
発表を通して、様々な取り組みや工夫を具体的に
知ることができ、利用者さんの人生を支えていく
中でのデイ・ケアの役割を改めて学ぶことがで
きました。当院は回復期リハビリテーション病院
の生活期部門で通所リハビリテーションを実施
しています。私たちが担当する通所リハビリ利用
者は失語症や高次脳機能障害によるコミュニ
ケーションに問題があり、情報収集や疾患や体
調などの自己管理の困難さ、社会参加に繋がり
にくいといった課題があります。今回の研究大会
を通して、利用者に意識してほしいトピックをう
まく活動の中に取り込むことや、理解度に応じた
対応をすることが結果的に自立支援や重症化予
防、ひいては利用者の自己実現に繋がることを

学びました。医療・介護の領域では新型コロナウ
イルスの影響や診療報酬改定といった環境の変化
もありますが、限られた環境下でもできる最大限
のことを探して実現することの大切さを改めて感
じ、「諦めずに試していこう」と自らの意識を変え
るきっかけとなりました。今回の学びを、今後の
通所リハビリテーションに活かしていきたいと思
います。

＠ 第48回全国デイ・ケア研究大会2024 in札幌・北海道

活動と
参加してみた！

南雲 とわ（理学療法士）
東京湾岸リハビリテーションセンター

Master’s Voice

　3－4時間型のデイケアで勤務し、もうすぐ11年にな
ります。勤務配置の調整、LIFEの管理、多職種の連携
など、管理業務の一部に携わっています。管理業務に
加え、利用者さんへのリハビリテーションやリハビリ
テーション計画書の作成、送迎の添乗などの業務も
行っています。
　認定デイ・ケアマスターを取得した後、2回の育児
休暇を取得させていただき、この春、1時間の時短勤
務という形で2度目の復帰をしました。子どもの体調
不良などで急なお休みをいただくこともあり、職場の
仲間にはいつも支えられています。限られた時間の中
での仕事になるため、今まで以上に仕事の効率化とい
う点に重きを置いています。常に、今抱えている仕事
をしっかりと把握し、優先順位をつけて取り組むよう
にしています。仕事の進捗状況をきちんと整理してお
くことで、急なお休みをいただかなければならなく
なった際に、必要事項をしっかりと申し送りできるよ
うにするということを心掛けています。
　11年間の勤務の中で、自身のライフステージの変

化に伴い、働き方も変化してきているということを実
感しています。以前のように、仕事に時間を割けなく
なっている部分もあり、興味のある仕事に積極的に手
挙げをすることができず歯がゆく感じることもありま
す。研修や学会などに参加することで学ぶという機会
も得られにくくなっているため、今後、どのような形で
情報や知識を得て、自己研
鑽をしていくかということに
ついてもしっかり考えていか
なければならないなと思って
います。自分にできることが
何だろうかと模索する日々
ですが、まずは、自身の経験
を活かし、様々なライフス
テージに立つ職員それぞれ
が働きやすいと感じられる
環境作りをしていきたいと
考えています。

認 定 デ イ ・ ケ ア マ ス タ ー の 声

初台リハビリテーション病院

言語聴覚士 田村 真菜
初台リハビリテーション病院

言語聴覚士 丸山 優香
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杉本　中学生の時に祖父から「お前は優しいし、福
祉の仕事に向いていると思う」と勧められた
のがきっかけで高齢者分野に興味が湧きまし
た。将来は、福祉の仕事に就きたいと思い、
大学時代介護老人保健施設でアルバイトを４
年間行いました。その際、相談員の方の利用
者、家族一人ひとりに寄り添った関わりをみ
てソーシャルワーカーを目指したいと思いま
した。

杉本　働く前は、たくさんの職種がいるなかで、上
手く他職種と連携できるか不安でしたが、実
際に働いてみると、現場では職種や部署は関
係なく職員同士が相談したり意見を出し合っ
たりしやすい環境でした。

杉本　通所リハビリの調整をして最後に利用者、家
族から「ありがとう」と言葉をかけていただ
けることが今のやりがいです。調整に難航し
た時でも、また頑張ろうという気持ちになり
ます。

杉本　利用前の面接時に、本人の状態や環境を調査
するだけでなく、今までの生活歴や趣味な
どを確認するようにしています。この情報
をフェイス・アセスメントシートに整理し
てリハビリ職種を含めた多職種で共有して
います。

杉本　利用者や家族が相談しやすいソーシャルワー
カーになりたいです。
そのために、まずは自分の存在を知ってもら
えるよう積極的に関わること、そして信頼関
係を築けるようにしていきたいです。

～あなたの職場のプロフェッショナル～

すぽっと・らいと

　通所リハではリハビリスタッフ、看護師、介護職など様々なスタッフを中心に
サービスを提供しております。本コーナーでは、通所リハで活躍している様々な
スタッフを紹介していきます。
　今回は介護老人保健施設鴻池荘を力強く支えてくれているスタッフにスポッ
トライトをあてて、相談員の杉本晋吾さんにお話を伺いました。

委員　相談員として働くきっかけは何でしょうか？

委員　働いてみて感じたことはありますか？

委員　働いてみて「良かった」と感じることはあり
ますか？

委員　普段心掛けていることはありますか？

委員　今後の抱負を聞かせて下さい。

介護老人保健施設鴻池荘
相談員 杉本 晋吾さん

会員施設自己紹介

　当院通所リハビリテーション（以下通所リハ）は、
2004年4月に開設し20年目を迎えます。開設時の利
用形態は6-8時間の1日型を中心に2-3、3-4時間の半
日型の利用者を受け入れてきました。利用者の希望は
もちろんのこと、目標を達成するために必要と思われ
る時間区分の提案を私たちが利用者・家族・ケアマネ
ジャーに行い、ご本人の意向を踏まえて最終的に利用
形態を決めています。　
　近年は半日型の利用形態を希望される方が多くなっ
た背景から、当院通所リハでは入浴サービスを終了し、
同法人内の通所介護はぁとふるプラス（入浴サービス
を実施）との機能を明確に分けました。現在は半日型
を中心に、利用者の状態や希望に応じて1日型の受け入
れも行っています。
　当法人では、｢動いてナンボ！｣をモットーに、あらゆる
場面で動くことの大切さや楽しさを伝え、利用者自身で
｢動く｣を実践できるように多職種で支援しています。

　利用者が来所された際には、

　各種活動とは、日常のケアに留まらず、適時利用者が
行うマシントレーニングの補助（負荷量は医師及びPTが
設定）、自主トレーニングや作業活動、歩行練習の後押
しを行っています。介護職が利用者の活動をサポートす
る中で得る体調面や生活面での気づきは、「動いてナン
ボ！」を支えるための細やかなケアの実践につながって

います。当院通所リハで実施した満足度調査（2023）に
おける介護職のケアでは大変満足・満足と回答された方
は全体の97％でした。

　就労を目指した支援も積極的に行っています。
例えば｢ワークサンプル（作業の疑似体験や職業上の課
題を把握する評価ツールであり、作業遂行力の向上や
障害の補完方法の活用に向けた支援ツール）｣の活用で
す。個別対応では、利用者本人の希望や価値観を引き
出す関わりを意識しています。

　当法人では常にお互い（入院・在宅内の各サービ
ス）の役割を理解した上でつながり、リハ・ケアを実践
する（連係）ことにこだわりを持っています。月に１回
は、入院と在宅のマネジャーが顔を合わせ、退院支援
における振り返りを行い、今後のケアにつなげていま
す。他事業所はもちろんのこと、院内の多職種にも信
頼される事業所運営を目指しています。

法人内の連係

利用者の希望を支えるリハビリテーション

動いてナンボ！ケアの実践－

沿革・施設概要

〒581-0818 大阪府八尾市美園町2丁目18番1号

医療法人はぁとふる 八尾はぁとふる病院
通所リハビリーション

① PT・OT・STによる個別対応
② トレーナーによる集団トレーニング
③ 介護職による各種活動のサポートを行います。

作業療法士による個別対応場面

本コーナーにて「ぜひ私の施設を
紹介したい！」という会員様は、
事務局までご連絡をください。

トレーナーによる集団トレーニング場面
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● message：橋本茂樹副会長

● report：第48回全国デイ・ケア研究大会2024 in 札幌・北海道

● event preview：第50回全国デイ・ケア研究大会2025 in 川越 

● event preview：リハビリテーション・ケア合同研究大会 山梨2024

● voice：活動と参加してみた！　　認定デイ・ケアマスターの声

● new series：すぽっと・らいと～あなたの職場のプロフェッショナル～

● 会員施設紹介：八尾はぁとふる病院

一般社団法人全国デイ・ケア協会
Japan Association for  Day Care

一般社団法人　全国デイ・ケア協会　事務局 
住所：〒101-0047　東京都千代田区内神田2-4-2  一広グローバルビル5階

TEL：03（5207）2710 　FAX：03（5207）2711
E-mail：info@day-care.jp    URL：www.day-care.jp

一般社団法人 全国デイ・ケア協会

会員特典

編集後記

● 当会主催研修会、研究大会を会員価格にて参加可能
・全国デイ・ケア研究大会、リハビリテーション・ケア合同研究大会　・主催研修会
※オンライン開催の研修会も多数企画していきます

● 「デイケアニュース」の定期発送
・年２～３回発行しております。
各種研修会情報、協会の活動報告、トピックス、会員施設紹介などご提供しています。

● 制度関連や現場で困っていること等の問い合わせが可能
・原則、会員様のみご対応させていただいています。

● 会員ページの閲覧が可能
・各種資料のダウンロード、研究大会抄録集、当会実施アンケート結果などの閲覧が可能です。
今後さらなるリニューアルを検討しています。

● 会員への定期的なメール配信
・研修会案内
・制度関連情報　等

※正会員（事業所）の職員は全員上記特典の対象となります。

　当会の前身である、全国老人デイ・ケア連絡協議会は1994（平成6）年、老健のデイケアや病院・診療所の
デイケア等、全国様々あるデイケアを提供する施設の有志が集まり、情報の共有化・職員の研修・研鑽の機会
提供等を目的として開設し、これまで活動を続けてまいりました。
　現在当会は介護報酬改定における通所リハビリテーションの窓口を担い、報酬改定時においてはリハビリテー
ションマネジメントと通所リハビリテーションの意義を問い、加算として位置づけ、質に関わる根幹を表現して
まいりました。
　また、重度者に対してもより手厚いケアが提供できるサービスとして、地域でのリハビリテーション資源とし
て重要であることを明確にしてまいりました。生活行為向上リハビリテーションの普及については特に、厚生労
働省および各種団体との連携役とし、研修や企画に参画し現在に至ります。
　これも一重に、会員施設の皆様から頂いた多くのご意見や、ご協力の賜物でございます。
　ついては、今後一層地域でのデイ・ケアの役割を全うするために、協会としてより多くの「声」を賜りたく、皆
様のお力をお貸しください。
　より一層、通所リハビリテーションが地域に必要とされ地域生活の中核を担うサービスとなるために、今後と
も皆様のご協力をお願い申し上げます。

多良 淳二（全国デイ・ケア協会　広報委員会）
介護老人保健施設イマジン

　令和6年度介護報酬が改定され、初めての大会である全国デイ・ケア研究大会2024in札幌・北海道に参加
をしました。改定の情報もそうですが、多くの参加者が他事業所で行われている取り組みに関心を持ち、興味
深く聴講している姿を感じ、やはり研修は、参加者への前向きなエネルギーになると改めて感じました。10月
には当会主催のシンポジウムが行われるリハビリテーション・ケア合同研究大会山梨2024も控えており、
ご案内を本誌に掲載しておりますので、ぜひご覧いただき足を運んでいただければ幸いです。
　ホームページでも皆様に有益な情報を発信できるよう準備していきますので、ぜひホームページもご覧
ください。

Join Us

【協会HP】
https://day-care.jp/


